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高分子化合物は生体材料やコンタクトレン

ズなど様々なバイオ分野で応用が期待されて

おり、その中でも生体親和性に関与する因子と

して親水性が注視されている。しかし一方で、

高分子化合物と水分子がどのように水和して

いるかは未だ正確には解明されていない。そこ

で本研究ではテラヘルツ波を用いて高分子化

合物の親水性について評価を行ったので報告

する。 

実験ではソフトコンタクトレンズ等の材料

に用 いられる ポリビニ ルピロリ ドン

（Polyvinylpyrrolidone : PVP）を 5wt%～30wt%

の濃度で純水に溶解し、テラヘルツ波時間領域

全反射減衰分光法を用いて測定を行った。テラ

ヘルツ波光源には DAST 結晶を用い、励起レ

ーザーには波長1560nmのフェムト秒レーザー

を用いた。検出器にはダイポール型光伝導アン

テナを用いた。図 1 に PVP 水溶液の誘電損失

を示す。PVP 水溶液の濃度が上昇するにつれ 

 

て誘電損失が減少することが読み取れる。また、

この結果からモノマー単位ごとの水和数及び

全水分子中の水和水の割合を求めた（図 2）[1]。 

 

 

モノマー単位ごとの水和数は 10wt%の時に約

12 個で最大であり、10wt%以上では濃度が上

がるにつれて水和数が減少し、30wt%の時に約

7個になる。全体の水和量の割合は 20wt%まで

は線形的に上昇するが、その後は水和率 45%

程で飽和することが分かった。これらの結果か

ら PVP 水溶液では濃度が 20wt%以上において

ポリマー同士が互いに分子周辺の水分子を奪

い合い、ポリマー全体としては水和量が飽和し

ていると考えられる。また、高分子化合物が飽

和濃度近くになっても、溶質に水和されない水

分子が存在することも本研究から考察できる。 
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図 2 水溶液全体の水和率（挿入図はモノマ
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